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MPLS VPN InterASオプションに関する情報
MPLS VPN InterASオプション機能は、異なるMPLS VPNサービスプロバイダー間で VPNを
相互接続するさまざまな方法を提供します。これにより、お客様のサイトを複数のキャリア

ネットワーク（自律システム）に存在させ、サイト間でのシームレスな VPN接続が可能にな
ります。

自律システムと ASBR
自律システム（AS）とは、共通のシステム管理グループによって管理され、単一の明確に定
義されたプロトコルを使用している単一のネットワークまたはネットワークのグループのこと

です。多くの場合、VPNは異なる地理的領域の異なる ASに拡張されます。一部の VPNは、
複数のサービスプロバイダーにまたがって拡張する必要があり、それらはオーバーラッピング

VPNと呼ばれます。VPNの複雑さや場所に関係なく、AS間の接続はお客様に対してシームレ
スである必要があります。

自律システム境界ルータ（ASBR）は、複数のルーティングプロトコルを使用して設定された
AS内のデバイスであり、外部ルーティングプロトコル（eBGPなど）またはスタティックルー
トを使用するか、あるいは両方を使用して、他の ASBRとルーティング情報を交換します。

異なるサービスプロバイダーからの個別の自律システムは、VPN IPアドレスの形式で情報を
交換することによって通信し、次のプロトコルを使用してルーティング情報を共有します。

• AS内では、ルーティング情報は iBGPを使用して共有されます。
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iBGPは、各 VPNおよび各 AS内の IPプレフィックスのネットワーク層情報を配布しま
す。

•自律システム間では、ルーティング情報は eBGPを使用して共有されます。

eBGPを使用することで、サービスプロバイダーは別の自律システム間でのルーティング
情報のループフリー交換を保証するインタードメインルーティングシステムを設定でき

ます。eBGPの主な機能は、自律システムのルートのリストに関する情報を含む、自律シ
ステム間のネットワーク到達可能性情報を交換することです。自律システムは、eBGPボー
ダーエッジルータを使用してラベルスイッチング情報を含むルートを配布します。各ボー

ダーエッジルータでは、ネクストホップおよびMPLSラベルが書き換えられます。

MPLSVPN InterASオプションの設定はサポートされており、プロバイダー間VPNを含めるこ
とができます。これは、異なるボーダーエッジルータで接続されている2つ以上の自律システ
ムで構成されるMPLSVPNです。自律システムでは eBGPを使用してルートが交換されます。
iBGPやルーティング情報は自律システム間で交換されません。

MPLS VPN InterASオプション
RFC4364で定義されている次のオプションは、異なる自律システム間のMPLS VPN接続を提
供します。

• InterASオプション B：このオプションは、ASBR間の VPNv4ルート配布を提供します。

• InterASオプションAB：このオプションは、InterASオプションAネットワークと InterAS
オプション Bネットワークの最良の機能を組み合わせたものです。MPLS VPNサービス
プロバイダーは、さまざまな自律システムを相互接続してVPNサービスを提供できます。

InterASオプション B

InterASオプション Bネットワークでは、ASBRポートは、MPLSトラフィックを受信できる
1つ以上のインターフェイスによって接続されます。このオプションを使用すると、ASBRは
eBGPセッションを使用して相互にピアリングします。ASBRは PEルータとしても機能し、
AS内のすべての PEルータとピアリングします。ASBRは VRFを保持しませんが、他の AS
に渡す必要がある PEルータからの VPNv4ルートのすべてまたはサブセットを保持します。
VPNv4ルートは、route-distinguisherを使用してASBRで一意に維持され、ルートターゲットを
使用してフィルタリングされます。ASBRは、eBGPを使用して VPNv4ルートと VPNラベル
を交換します。
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図 1 : InterASオプション Bのトポロジ

ASBR間で VPNv4ルートのネクストホップを配布するための 2つの方法がサポートされてい
ます。2つのASBRを接続するリンクでLDPまたは IGPを有効にする必要はありません。ASBR
上の直接接続されたインターフェイス間のMP-eBGPセッションにより、インターフェイスは
ラベル付きパケットを転送できます。直接接続された BGPピアに対してこのMPLS転送を保
証するには、ASBRに接続するインターフェイスで mpls bgp forwardingコマンドを設定する必
要があります。このコマンドは、直接接続されたインターフェイスの IOSに実装されていま
す。最大 200の BGPネイバーを設定できます。

•ネクストホップセルフ方式：ネクストホップを他の ASBRから学習したすべての VPNv4
ルートのローカル ASBRのネクストホップに変更します。

• Redistribute Connected Subnet方式：redistribute connected subnetsコマンドを使用して、リ
モートASBRのネクストホップアドレスをローカル IGPに再配布します。つまり、VPNv4
ルートがローカル ASに再配布されても、ネクストホップは変更されません。

等コストパス（リモート ASへの ECMP）が複数ある場合は、ASBR上のリモートループバッ
クに対するMPLSスタティックラベルバインディングを設定する必要があります。そのよう
に設定しないと、パケットが損失する場合があります。

（注）

次に説明するラベルスイッチパス転送の項では、AS200はネクストホップセルフ方式で設定さ
れており、AS300は Redistribute Subnet方式で設定されています。
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ネクストホップセルフ方式

次の図に、ネクストホップセルフ方式のラベル転送パスを示します。パケットが AS 200の
PE-200からAS 300のPE-300に到達するときに、ラベルがスタックにプッシュ、スワップ、お
よびポップされます。ステップ5で、ASBR-A300はラベル付きフレームを受信し、ラベル164
をラベル 161に置き換え、IGPラベル 162をラベルスタックにプッシュします。

Redistribute Connected Subnet方式

次の図に、Redistribute Connected Subnet方式のラベル転送パスを示します。パケットがAS 300
のPE-300からAS200のPE-200に移動するときに、ラベルがスタックにプッシュ、スワップ、
およびポップされます。ステップ 5で、ASBR-A200は BGPラベル 20のフレームを受信し、
ラベル 29と交換し、ラベル 17をプッシュします。
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InterASオプション AB

MPLS VPNサービスプロバイダーは、さまざまな自律システムを相互接続して、複数の VPN
カスタマーにサービスを提供する必要があります。MPLS VPN InterASオプション AB機能を
使用すると、グローバルルーティングテーブル内の単一のMP-BGPセッションを使用してさ
まざまな自律システムを相互接続し、コントロールプレーントラフィックを伝送できます。

このMP-BGPセッションでは、2つの ASBR間で、各 VRFインスタンスの VPNプレフィック
スがシグナリングされます。このトラフィックは、IPまたはMPLSです。

VPNトラフィックは VRF固有のインターフェイスを経由する IPトラフィックであるため、 2
つの ASBR間でMPLS BGP転送または LDPを設定する必要はありません。

InterASオプション AB機能には、サービスプロバイダーにとって次の利点があります。

• ASBRピア間の IP QoS機能を維持し、カスタマー SLAを実現できます。

•データプレーントラフィックは、セキュリティ上の目的で VRFごとに分離されます。

• SVIにポリシーを付加することで、専用の QoSポリシーを各 VRFに適用できます。
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ルート配布およびパケット転送

次の属性は、上の図に示されているサンプル InterASオプション ABネットワークのトポロジ
を示しています。

• CE1と CE3は VPN 1に属しています。

• CE2と CE4は VPN 2に属しています。

• PE1では、VPN 1（VRF 1）にルート識別子 1（RD 1）を、VPN 2（VRF 2）に RD 2を使
用しています。

• PE2は、VPN 1（VRF 1）に RD 3を、VPN 2（VRF 2）に RD 4を使用しています。

• ASBR1では、VRF 1が RD 5に、VRF 2が RD 6にプロビジョニングされています。

• ASBR2では、VRF 1が RD 7に、VRF 2が RD 8にプロビジョニングされています。

• ASBR1と ASBR2との間には 3つのリンクがあります。

• VRF 1

• VRF 2

• MP-BGPセッション

VPN 1のルート配布

ルート識別子（RD）は、各ルートにどのVPNが属しているかを識別するためにルートに付加
される識別子です。各ルーティングインスタンスには、一意なRD自律システムが関連付けら
れている必要があります。RDは、VPNの周囲に境界を設置して、異なる VPNで同じ IPアド
レスプレフィックスを使用してもこれらの IPアドレスプレフィックスが重複しないようにす
るために使用されます。RD文は、インスタンスタイプが VRFである場合は必須です。

次のプロセスは、上記の図のVPN1のルート配布プロセスを示しています。このプロセスで使
用されているプレフィックス「N」は、VPNの IPアドレスを示しています。

ASBR1

• CE1は、プレフィックス Nを PE1にアドバタイズします。
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• PE1は、VPNプレフィックス RD 1:Nを ASBR1にMP-iBGP経由でアドバタイズします。

• ASBR1は、プレフィックスをVPN 1にインポートして、プレフィックスRD 5:Nを作成し
ます。

• ASBR1は、インポートしたプレフィックス RD 5:Nを ASBR2にアドバタイズします。
ASBR1は、自身をプレフィックスRD5:Nのネクストホップとして設定し、このプレフィッ
クスとともにシグナリングされるローカルラベルを割り当てます。

• ASBR1は、最初に受信した RTではなく、VRFに設定されたエクスポート RTを使用して
ルートをアドバタイズします。デフォルトで、ASBR1はソースプレフィックスRD1:Nを
ASBR2にアドバタイズしません。このプレフィックスは、オプションABVRFにインポー
トされるプレフィックスであるため、アドバタイズされません。

ASBR2

• ASBR2は、プレフィックス RD 5:Nを受信して、RD 7:Nとして VPN 1にインポートしま
す。

• ASBR2は、最初に受信した RTではなく、VRFに設定されたエクスポート RTを使用して
ルートをアドバタイズします。

•プレフィックスのインポート時に、ASBR2はRD7:NのネクストホップをVRF1のASBR1
インターフェイス IPアドレスに設定します。ネクストホップテーブル IDも VRF 1に設
定されます。RD 7:N用のMPLS転送エントリをインストールする場合、デフォルトでは
ASBR2は転送プロセスで発信ラベルをインストールしません。これにより、ASBR間のト
ラフィックを IPにすることができます。

• ASBR2は、インポートしたプレフィックスRD7:Nを PE2にアドバタイズします。ASBR2
は、自身をこのプレフィックスのネクストホップとして設定し、このプレフィックスとと

もにシグナリングされるローカルラベルも割り当てます。デフォルトで、ASBR2はソー
スプレフィックス RD 5:Nを PE2にアドバタイズしません。このプレフィックスは、オプ
ション AB VRFにインポートされるプレフィックスであるため、アドバタイズされませ
ん。

• PE2は、RD 7:Nを RD 3:Nとして VRF 1にインポートします。

VPN 1のパケット転送

次のパケット転送プロセスは、オプション Aのシナリオと同様に動作します。ASBRは VPN
の終端となることによって PEと同様に動作し、トラフィックを標準 IPパケットとして VPN
ラベルなしで次の PEに転送します。その後、次の PEで VPNプロセスが繰り返されます。し
たがって、各 PEデバイスは隣接 PEデバイスをCEデバイスとして扱い、各自律システムでの
ルート再配布には標準的なレイヤ 3 MPLS VPNメカニズムが使用されます。つまり、各 PE
は、外部 BGP（eBGP）を使用して相互にラベルなし IPv4アドレスを配布します。

• CE3は、N宛てのパケットを PE2に送信します。

MPLS VPN InterASオプションの設定
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• PE2は、ASBR2によって割り当てられた VPNラベル、およびパケットを ASBR2にトン
ネリングするために必要な内部ゲートウェイプロトコル（IGP）ラベルでパケットをカプ
セル化します。

•パケットは、VPNラベルが付いた状態で ASBR2に到達します。ASBR2は VPNラベルを
削除し、パケットを IPとして ASBR1の VRF 1インターフェイスに送信します。

• IPパケットが、ASBR1の VRF 1インターフェイスに到達します。ASBR1は、PE1によっ
て割り当てられた VPNラベル、およびパケットを PE1にトンネリングするために必要な
IGPラベルでパケットをカプセル化します。

•パケットは、VPNラベルが付いた状態で PE1に到達します。PE1は VPNラベルを削除し
て、IPパケットを CE1に転送します。

VPN 2のルート配布

次の情報は、上記の図の VPN 2のルート配布プロセスを示しています。

ASBR1

• CE2は、プレフィックス Nを PE1にアドバタイズします。Nは VPN IPアドレスです。

• PE1は、VPNプレフィックス RD 2:Nを ASBR1にMP-iBGP経由でアドバタイズします。

• ASBR1は、プレフィックスをVPN 2にインポートして、プレフィックスRD 6:Nを作成し
ます。

• ASBR1は、インポートしたプレフィックス RD 6:Nを ASBR2にアドバタイズします。
ASBR2は、自身をこのプレフィックスのネクストホップとして設定し、このプレフィッ
クスとともにシグナリングされるローカルラベルも割り当てます。デフォルトで、ASBR1
はソースプレフィックス RD 2:Nを ASBR2にアドバタイズしません。このプレフィック
スは、オプションABVRFにインポートされるプレフィックスであるため、アドバタイズ
されません。

ASBR2

• ASBR2は、プレフィックス RD 6:Nを受信して、RD 8:Nとして VPN 2にインポートしま
す。

•プレフィックスのインポート時に、ASBR2はRD8:NのネクストホップをVRF2のASBR1
インターフェイスアドレスに設定します。ネクストホップテーブル IDも VRF 2の IDに
設定されます。RD 8:N用のMPLS転送エントリをインストールする場合、デフォルトで
は ASBR2は転送プロセスで発信ラベルをインストールしません。これにより、ASBR間
のトラフィックを IPにすることができます。

• ASBR2は、インポートしたプレフィックスRD8:Nを PE2にアドバタイズします。ASBR2
は、自身をこのプレフィックスのネクストホップとして設定し、このプレフィックスとと

もにシグナリングされるローカルラベルも割り当てます。デフォルトで、ASBR2はソー
スプレフィックス RD 6:Nを PE2にアドバタイズしません。このプレフィックスは、オプ
ション AB VRFにインポートされるプレフィックスであるため、アドバタイズされませ
ん。
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• PE2は、RD 8:Nを RD 4:Nとして VRF 2にインポートします。

MPLS VPN InterASオプションの設定方法
次の項では、MPLS VPN InterASオプションの設定方法について説明します。

MPLS VPN InterASオプション Bの設定
ここでは、ネクストホップセルフ方式とRedistributeConnected方式を使用して interASオプショ
ン Bを設定する方法について説明します。

ネクストホップセルフ方式を使用した InterASオプション Bの設定

ネクストホップセルフ方式を使用して ASBRで InterASオプション Bを設定するには、次の手
順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求さ
れた場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

OSPFルーティングプロセスを設定し、
プロセス番号を割り当てます。

router ospf process-id

例：

ステップ 3

Device(config)# router ospf 1

固定ルータ IDを指定します。router-id ip-address

例：

ステップ 4

Device(config)# router-id 4.1.1.1

OSPFノンストップルーティング
（NSR）を設定します。

nsr

例：

ステップ 5

Device(config-router)# nsr

MPLS VPN InterASオプションの設定
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目的コマンドまたはアクション

OSPFノンストップフォワーディング
（NSF）を設定します。

nsf

例：

ステップ 6

Device(config-router)# nsf

BGP自律システムからルートを OSPF
ルーティングプロセスに再配布しま

す。

redistribute bgp
autonomous-system-number

例：

ステップ 7

Device(config-router)# redistribute
bgp 200

インターフェイスの Open Shortest Path
First（OSPF）ルーティングアップデー
トを無効にします。

passive-interface interface-type
interface-number

例：

ステップ 8

Device(config-router)#
passive-interface GigabitEthernet
1/0/10
Device(config-router)#
passive-interface Tunnel0

OSPFを実行するインターフェイスを
定義し、そのインターフェイスに対す

るエリア IDを定義します。

network ip-address wildcard-mask aread
area-id

例：

ステップ 9

Device(config-router)# network 4.1.1.0
0.0.0.0.255 area 0

ルータコンフィギュレーションモード

を終了します。

exit

例：

ステップ 10

Device(config-router)# exit

BGPルーティングプロセスを設定しま
す。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 11

Device(config)# router bgp 200

BGPルーティングプロセスの固定ルー
タ IDを設定します。

bgp router-id ip-address

例：

ステップ 12

Device(config-router)# bgp router-id
4.1.1.1

BGPネイバーリセットのロギングを有
効にします。

bgp log-neighbor changes

例：

ステップ 13
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router)# bgp
log-neighbor changes

アドレスファミリ IPv4のルーティング
情報のアドバタイズメントを無効にし

ます。

no bgp default ipv4-unicast

例：

Device(config-router)# no bgp default
ipv4-unicast

ステップ 14

BGPの route-targetコミュニティフィル
タリングを無効にします。

no bgp default route-target filter

例：

ステップ 15

Device(config-router)# no bgp default
route-target filter

エントリをBGPネイバーテーブルに設
定します。

neighbor ip-address remote-as as-number

例：

ステップ 16

Device(config-router)# neighbor
4.1.1.3 remote-as 200

Cisco IOSソフトウェアで、BGPセッ
ションによるTCP接続の特定の動作イ

neighbor ip-address update-source
interface-type interface-number

例：

ステップ 17

ンターフェイスを使用できるようにな

ります。

Device(config-router)# neighbor
4.1.1.3 update-source Loopback0

エントリをBGPネイバーテーブルに設
定します。

neighbor ip-address remote-as as-number

例：

ステップ 18

Device(config-router)# neighbor
4.1.1.3 remote-as 300

標準 IPバージョン 4アドレスプレ
フィックスを使用するBGPルーティン

address-family ipv4

例：

ステップ 19

グセッションを設定するために、アド

Device(config-router)# address-family
ipv4

レスファミリコンフィギュレーション

モードを開始します。

BGPネイバーとの情報交換を有効にし
ます。

neighbor ip-address activate

例：

ステップ 20

Device(config-router-af)# neighbor
10.32.1.2 activate

MPLS VPN InterASオプションの設定
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目的コマンドまたはアクション

隣接 BGPルータに BGPルートを含む
MPLSラベルを送信します。

neighbor ip-address send-label

例：

ステップ 21

Device(config-router-af)# neighbor
10.32.1.2 send-label

BGPアドレスファミリサブモードを
終了します。

exit address-family

例：

ステップ 22

Device(config-router-af)# exit
address-family

アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードでデバイスを設定して、

address-family vpnv4

例：

ステップ 23

標準VPNv4アドレスプレフィックスを
Device(config-router)# address-family
vpnv4

使用する、BGPなどのルーティング
セッションを設定します。

BGPネイバーとの情報交換を有効にし
ます。

neighbor ip-address activate

例：

ステップ 24

Device(config-router-af)# neighbor
4.1.1.3 activate

コミュニティ属性がBGPネイバーに送
信されるように指定します。

neighbor ip-address send-community
extended

例：

ステップ 25

Device(config-router-af)# neighbor
4.1.1.3 send-community extended

ルータをBGPスピーキングネイバーの
ネクストホップとして設定します。こ

neighbor ip-address next-hop-self

例：

ステップ 26

れは、ネクストホップセルフ方式を実

装するコマンドです。Device(config-router-af)# neighbor
4.1.1.3 next-hop-self

BGPネイバーとの情報交換を有効にし
ます。

neighbor ip-address activate

例：

ステップ 27

Device(config-router-af)# neighbor
10.30.1.2 activate

コミュニティ属性がBGPネイバーに送
信されるように指定します。

neighbor ip-address send-community
extended

例：

ステップ 28

MPLS VPN InterASオプションの設定
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router-af)# neighbor
10.30.1.2 send-community extended

BGPアドレスファミリサブモードを
終了します。

exit address-family

例：

ステップ 29

Device(config-router-af)# exit
address-family

BGPルーティングプロセスの固定ルー
タ IDを設定します。

bgp router-id ip-address

例：

ステップ 30

Device(config-router)# bgp router-id
4.1.1.3

BGPネイバーリセットのロギングを有
効にします。

bgp log-neighbor changes

例：

ステップ 31

Device(config-router)# bgp
log-neighbor changes

エントリをBGPネイバーテーブルに設
定します。

neighbor ip-address remote-as as-number

例：

ステップ 32

Device(config-router)# neighbor
4.1.1.1 remote-as 200

Cisco IOSソフトウェアで、BGPセッ
ションによるTCP接続の特定の動作イ

neighbor ip-address update-source
interface-type interface-number

例：

ステップ 33

ンターフェイスを使用できるようにな

ります。

Device(config-router)# neighbor
4.1.1.1 update-source Loopback0

アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードでデバイスを設定して、

address-family vpnv4

例：

ステップ 34

標準VPNv4アドレスプレフィックスを
Device(config-router)# address-family
vpnv4

使用する、BGPなどのルーティング
セッションを設定します。

BGPネイバーとの情報交換を有効にし
ます。

neighbor ip-address activate

例：

ステップ 35

Device(config-router-af)# neighbor
4.1.1.1 activate

MPLS VPN InterASオプションの設定
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目的コマンドまたはアクション

コミュニティ属性がBGPネイバーに送
信されるように指定します。

neighbor ip-address send-community
extended

例：

ステップ 36

Device(config-router-af)# neighbor
4.1.1.1 send-community extended

BGPアドレスファミリサブモードを
終了します。

exit address-family

例：

ステップ 37

Device(config-router-af)# exit
address-family

Redistribute Connected方式を使用した InterASオプション Bの設定

Redistribute Connected方式を使用して ASBRで InterASオプション Bを設定するには、次の手
順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求さ
れた場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

OSPFルーティングプロセスを設定し、
プロセス番号を割り当てます。

router ospf process-id

例：

ステップ 3

Device(config)# router ospf 1

固定ルータ IDを指定します。router-id ip-address

例：

ステップ 4

Device(config)# router-id 5.1.1.1

OSPFノンストップルーティング
（NSR）を設定します。

nsr

例：

ステップ 5

MPLS VPN InterASオプションの設定
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router)# nsr

OSPFノンストップフォワーディング
（NSF）を設定します。

nsf

例：

ステップ 6

Device(config-router)# nsf

リモート ASBRのネクストホップアド
レスをローカル IGPに再配布します。

redistribute connected

例：

ステップ 7

これは、Redistribute Connected方式を
実装するコマンドです。Device(config-router)# redistribute

connected

インターフェイスの Open Shortest Path
First（OSPF）ルーティングアップデー
トを無効にします。

passive-interface interface-type
interface-number

例：

ステップ 8

Device(config-router)#
passive-interface GigabitEthernet
1/0/10
Device(config-router)#
passive-interface Tunnel0

OSPFを実行するインターフェイスを
定義し、そのインターフェイスに対す

るエリア IDを定義します。

network ip-address wildcard-mask aread
area-id

例：

ステップ 9

Device(config-router)# network 5.1.1.0
0.0.0.0.255 area 0

ルータコンフィギュレーションモード

を終了します。

exit

例：

ステップ 10

Device(config-router)# exit

BGPルーティングプロセスを設定しま
す。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 11

Device(config)# router bgp 300

BGPルーティングプロセスの固定ルー
タ IDを設定します。

bgp router-id ip-address

例：

ステップ 12

Device(config-router)# bgp router-id
5.1.1.1

BGPネイバーリセットのロギングを有
効にします。

bgp log-neighbor changes

例：

ステップ 13

MPLS VPN InterASオプションの設定
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router)# bgp
log-neighbor changes

アドレスファミリ IPv4のルーティング
情報のアドバタイズメントを無効にし

ます。

no bgp default ipv4-unicast

例：

Device(config-router)# no bgp default
ipv4-unicast

ステップ 14

BGPの route-targetコミュニティフィル
タリングを無効にします。

no bgp default route-target filter

例：

ステップ 15

Device(config-router)# no bgp default
route-target filter

エントリをBGPネイバーテーブルに設
定します。

neighbor ip-address remote-as as-number

例：

ステップ 16

Device(config-router)# neighbor
5.1.1.3 remote-as 300

Cisco IOSソフトウェアで、BGPセッ
ションによるTCP接続の特定の動作イ

neighbor ip-address update-source
interface-type interface-number

例：

ステップ 17

ンターフェイスを使用できるようにな

ります。

Device(config-router)# neighbor
4.1.1.3 update-source Loopback0

エントリをBGPネイバーテーブルに設
定します。

neighbor ip-address remote-as as-number

例：

ステップ 18

Device(config-router)# neighbor
10.30.1.2 remote-as 200

アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードでデバイスを設定して、

address-family vpnv4

例：

ステップ 19

標準VPNv4アドレスプレフィックスを
Device(config-router)# address-family
vpnv4

使用する、BGPなどのルーティング
セッションを設定します。

BGPネイバーとの情報交換を有効にし
ます。

neighbor ip-address activate

例：

ステップ 20

Device(config-router-af)# neighbor
5.1.1.3 activate

MPLS VPN InterASオプションの設定
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目的コマンドまたはアクション

コミュニティ属性がBGPネイバーに送
信されるように指定します。

neighbor ip-address send-community
extended

例：

ステップ 21

Device(config-router-af)# neighbor
5.1.1.3 send-community extended

BGPネイバーとの情報交換を有効にし
ます。

neighbor ip-address activate

例：

ステップ 22

Device(config-router-af)# neighbor
10.30.1.1 activate

コミュニティ属性がBGPネイバーに送
信されるように指定します。

neighbor ip-address send-community
extended

例：

ステップ 23

Device(config-router-af)# neighbor
10.30.1.2 send-community extended

BGPアドレスファミリサブモードを
終了します。

exit address-family

例：

ステップ 24

Device(config-router-af)# exit
address-family

LDPルータ IDを決定する優先インター
フェイスを指定します。

mpls ldp router-id interface-id [force]

例：

ステップ 25

Device(config-router)# mpls ldp
router-id Loopback0 force

MPLS VPN Inter-ASオプション ABの設定
次の項では、MPLS VPNにおいて ASBRで InterASオプション AB機能を設定する方法につい
て説明します。

各 VPNカスタマーの ASBRインターフェイスへの VRFの設定

次の手順を実行して、各VPNカスタマーのASBRインターフェイスにVRFを設定し、それら
の VPNが InterASオプション ABネットワークを介して接続できるようにします。

MPLS VPN InterASオプションの設定
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

設定するインターフェイスを指定し、イ

ンターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

interfacetype number

例：

Device(config)# interface

ステップ 3

gigabitethernet 1/0/1

指定したインターフェイスに VRFを関
連付けます。

ip vrf forwardingvrf-name

例：

ステップ 4

• vrf-name引数は、VRFに割り当て
る名前です。

Device(config-if)# ip vrf forwarding
vpn1

（任意）終了して、特権 EXECモード
に戻ります。

end

例：

ステップ 5

Device(config-if)# end

ASBRピア間でのMP-BGPセッションの設定

BGPでは、IPv4以外のアドレスファミリのサポートを定義する BGPマルチプロトコル拡張
（RFC2283、Multiprotocol Extensions for BGP-4を参照）を使用して、PEデバイス間のVPN-IPv4
プレフィックスの到達可能性情報を伝播します。この拡張を使用すると、指定された VPNの
ルートが、その VPNの他のメンバによってのみ学習されるようになり、VPNのメンバ間の相
互通信が可能になります。

この項の次の手順に従って、ASBRでMP-BGPセッションを設定します。

MPLS VPN InterASオプションの設定
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定し、
デバイスでルータコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

router bgp as-number

例：

Device(config)# router bgp 100

ステップ 3

• as-number引数は、デバイスを他の
BGPデバイスに対して識別し、転
送するルーティング情報にタグを設

定する自律システムの番号を示しま

す。有効な番号は0～65535です。
内部ネットワークで使用できるプラ

イベート自律システム番号の範囲

は、64512～ 65535です。

BGPネイバーテーブルまたはマルチプ
ロトコル BGPネイバーテーブルにエン
トリを追加します。

neighbor {ip-address|peer-group-name}
remote-as as-number

例：

ステップ 4

• ip-address引数には、ネイバーの IP
アドレスを指定します。

Device(config-router)# neighbor
192.168.0.1 remote-as 200

• peer-group-name引数には、BGPピ
アグループの名前を指定します。

• as-number引数には、ネイバーが属
している自律システムを指定しま

す。

アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードを開始して、標準 VPNv4
address-family vpnv4 [unicast]

例：

ステップ 5

アドレスプレフィックスを使用する、
Device(config-router)# address-family
vpnv4 BGPなどのルーティングセッションを

設定します。

MPLS VPN InterASオプションの設定
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目的コマンドまたはアクション

• unicastキーワードでは、IPv4ユニ
キャストアドレスプレフィックス

を指定します。

ネイバーデバイスとの情報交換を有効

にします。

neighbor
{ip-address|peer-group-name}activate

例：

ステップ 6

• ip-address引数には、ネイバーの IP
アドレスを指定します。Device(config-router-af)# neighbor

192.168.0.1 activate

• peer-group-name引数には、BGPピ
アグループの名前を指定します。

eBGPピアデバイス（ASBR）を Inter-AS
オプションABピアとして設定します。

neighbor
{ip-address|peer-group-name}inter-as-hybrid

例：

ステップ 7

• ip-address引数には、ネイバーの IP
アドレスを指定します。Device(config-router-af)# neighbor

192.168.0.1 inter-as-hybrid

• peer-group-name引数には、BGPピ
アグループの名前を指定します。

•プレフィックスがオプション AB
VRFにインポートされると、イン
ポートされたパスがこのピアにアド

バタイズされます。

•プレフィックスをこのピアから受信
し、オプションABVRFにインポー
トすると、インポートされたパスが

iBGPピアにアドバタイズされま
す。

アドバタイズされたルート

には、VRFで設定されたRT
があります。アドバタイズ

されたルートには、元のRT
はありません。

（注）

アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードを終了します。

exit-address-family

例：

ステップ 8

Device(config-router)#
exit-address-family
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Inter-AS接続を必要とする VPNのルーティングポリシーの設定

適切なルーティングポリシーおよびオプション AB設定を設定して、ASBRピア間で Inter-AS
接続が必要な VPNの VRFを設定するには、この項の手順を使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

VRF名を割り当て、VRFコンフィギュ
レーションモードを開始することによ

vrf definition vrf-name

例：

ステップ 3

り、VPNルーティングインスタンスを
定義します。

Device(config)# vrf definition vpn1

• vrf-name引数は、VRFに割り当てる
名前です。

ルーティングテーブルと転送テーブル

を作成します。

rd route-distinguisher

例：

ステップ 4

• route-distinguisher引数によって、8
バイトの値が IPv4プレフィックス

Device(config-vrf)# rd 100:1

に追加され、VPN IPv4プレフィッ
クスが作成されます。RDは、次の
いずれかの形式で入力できます。

• 16ビット自律システム番号：
101:3などの 32ビット数値

• 32ビット IPアドレス：
192.168.122.15:1などの 16ビッ
ト数値

VRFアドレスファミリコンフィギュ
レーションモードを開始して、VRFの
アドレスファミリを指定します。

address-family ipv4

例：

Device(config-vrf)# address-family ipv4

ステップ 5

• ipv4キーワードは、VRFの IPv4ア
ドレスファミリを指定します。

MPLS VPN InterASオプションの設定
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目的コマンドまたはアクション

• 16ビット自律システム番号：
101:3などの 32ビット数値

• 32ビット IPアドレス：
192.168.122.15:1などの 16ビッ
ト数値

VRF用にルートターゲット拡張コミュ
ニティを作成します。

route-target{import|export|both}route-target-ext-community

例：

ステップ 6

• importキーワードを使用すると、
ターゲット VPN拡張コミュニティ

Device(config-vrf-af)# route-target
import 100:1

からルーティング情報がインポート

されます。

• exportキーワードを使用すると、
ルーティング情報がターゲットVPN
拡張コミュニティにエクスポートさ

れます。

• bothキーワードを使用すると、ター
ゲット VPN拡張コミュニティとの
間でルーティング情報がインポート

およびエクスポートされます。

• route-target-ext-community引数によ
り、route-target拡張コミュニティ属
性が、インポート、エクスポート、

または両方（インポートとエクス

ポート）の route-target拡張コミュ
ニティの VRFリストに追加されま
す。

VRFをオプション AB VRFとして指定
します。これには次のような効果があり

ます。

inter-as-hybrid

例：

Device(config-vrf-af)# inter-as-hybrid

ステップ 7

•この VRFにインポートされるルー
トは、オプションABピアとVPNv4
iBGPピアにアドバタイズできま
す。

•オプションABピアからルートを受
信し、そのルートが VRFにイン
ポートされると、そのルートのネク

MPLS VPN InterASオプションの設定
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目的コマンドまたはアクション

ストホップテーブル IDが VRFの
テーブル IDに設定されます。

（任意）VRFにインポートされ、オプ
ションABピアから受信したパスに設定

inter-as-hybrid[next-hopip-address]

例：

ステップ 8

するネクストホップ IPアドレスを指定
します。

Device(config-vrf-af)# inter-as-hybrid
next-hop 192.168.1.0

•ネクストホップコンテキストも、
これらのパスをインポートしたVRF
に設定されます。

（任意）終了して、特権 EXECモード
に戻ります。

end

例：

ステップ 9

Device(config-vrf-af)# end

Inter-ASオプション A配置からオプション AB配置への変更

オプション A配置では、VRFインスタンスは ASBRデバイス間ではバックツーバック接続で
あり、異なる自律システムのPEデバイス間では直接接続です。PEデバイスは複数の物理また
は論理インターフェイスによって接続され、各インターフェイスは（VRFインスタンスを介し
て）特定の VPNに関連付けられています。

オプション AB配置では、グローバルルーティングテーブル内の単一のMP-BGPセッション
を使用してさまざまな自律システムが相互接続され、コントロールプレーントラフィックが

伝送されます。

MPLS VPN Inter-ASオプション A配置からオプション AB配置へ変更するには、次の手順を実
行します。

1. ASBRでMP-BGPセッションを設定します。特定の VPNのルートをその VPNの他のメン
バのみが学習でき、VPNのメンバが相互に通信できるように、BGPマルチプロトコル拡張
を使用して IPv4以外のアドレスファミリのサポートが定義されます。

2. オプションAからのアップグレードが必要なVRFを特定し、inter-as-hybridコマンドを使
用してそれらの VRFをオプション ABに対して設定します。

3. eBGP（ピア ASBR）ネイバーの設定を削除するには、この項の次の手順に従います。

4. 追加 eBGP（ピア ASBR）ネイバーの設定を削除するには、次の手順のステップをすべて
繰り返します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定し、
デバイスでルータコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

router bgp as-number

例：

Device(config)# router bgp 100

ステップ 3

• as-number引数は、デバイスを他の
BGPデバイスに対して識別し、転
送するルーティング情報にタグを設

定する自律システムの番号を示しま

す。有効な番号は0～65535です。
内部ネットワークで使用できるプラ

イベート自律システム番号の範囲

は、64512～ 65535です。

特定のVPNのルートをそのVPNの他の
メンバのみが学習でき、VPNのメンバ

address-family ipv4 vrf vrf-name

例：

ステップ 4

が相互に通信できるように、ASBRの
Device(config-router)# address-family MP-BGPセッションで識別される各VRF

を設定します。ipv4 vrf vpn4

•アドレスファミリコンフィギュ
レーションモードを開始して、VRF
のアドレスファミリを指定します。

ネイバー eBGP（ASBR）デバイスとの
情報交換のための設定が削除されます。

no neighbor{ip-address|
peer-group-name}

例：

ステップ 5

• ip-address引数には、ネイバーの IP
アドレスを指定します。

Device(config-router-af)# no neighbor
192.168.0.1

アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードを終了します。

exit-address-family

例：

ステップ 6
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router-af)#
exit-address-family

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 7

Device(config-router-af)# end

MPLS VPN InterASオプションの設定の確認
InterASオプション Bの設定情報を確認するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

デバイスのアクセシビリティをチェックしま

す。ループバックインターフェイスを使用し

てCE1とCE2間の接続を確認するには、この
コマンドを使用します。

ping ip-address source interface-type

着信および発信 BGPラベルを表示します。show bgp vpnv4 unicast labels

MPLSラベル転送情報ベースの内容を表示し
ます。

show mpls forwarding-table

BGPルーティングテーブル内のエントリを表
示します。

show ip bgp

VRFでの BGPに関する情報を表示します。show { ip | ipv6 } bgp [ vrf vrf-name ]

ルーティングテーブルの現在の状態を表示し

ます。ip-address引数を使用して、CE1に CE2
へのルートが含まれていることを確認します。

CE1から学習したルートを確認します。CE2
へのルートがリストされていることを確認し

ます。

show ip route [ ip-address [ mask ]] [ protocol ]
vrf vrf-name

VRFに関連付けられた IPルーティングテー
ブルを表示します。ローカル CEルータとリ
モートCEルータのループバックアドレスが、
PEルータのルーティングテーブルに存在する
ことを確認します。

show { ip | ipv6 } route vrf vrf-name

BGPの実行コンフィギュレーションを表示し
ます。

show running-config bgp

VRFの実行コンフィギュレーションを表示し
ます。

show running-config vrf vrf-name

MPLS VPN InterASオプションの設定
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目的コマンド

VRFに対して設定されるルート識別子（RD）
およびインターフェイスを検証します。

show vrf vrf-name interface interface-type
interface-id

パケットがその宛先に送信されるときに取る

ルートを検出します。traceコマンドは、2つ
のルータが通信できない場合に問題の箇所を

分離するのに役立ちます。

trace destination [ vrf vrf-name ]

MPLS VPN InterASオプションの設定例

InterASオプション B

ネクストホップセルフ方式

図 2 :ネクストホップセルフ方式を使用した InterASオプション Bのトポロジ
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PE1 - P1 - ASBR1の設定

ASBR1P1PE1

interface Loopback0
ip address 4.1.1.1
255.255.255.255
ip ospf 1 area 0
interface
GigabitEthernet1/0/10
no switchport
ip address 10.30.1.1
255.255.255.0
mpls bgp forwarding
interface
GigabitEthernet1/0/23
no switchport
ip address 10.20.1.2
255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
mpls ip
mpls label protocol ldp
router ospf 1
router-id 4.1.1.1
nsr
nsf
redistribute bgp 200
passive-interface
GigabitEthernet1/0/10
passive-interface Tunnel0
network 4.1.1.0 0.0.0.255
area 0
router bgp 200
bgp router-id 4.1.1.1
bgp log-neighbor-changes
no bgp default ipv4-unicast
no bgp default route-target
filter
neighbor 4.1.1.3 remote-as
200
neighbor 4.1.1.3
update-source Loopback0
neighbor 10.30.1.2 remote-as
300
!
address-family ipv4
neighbor 10.30.1.2 activate
neighbor 10.30.1.2 send-label
exit-address-family
!
address-family vpnv4
neighbor 4.1.1.3 activate
neighbor 4.1.1.3
send-community extended
neighbor 4.1.1.3
next-hop-self
neighbor 10.30.1.2 activate
neighbor 10.30.1.2
send-community extended
exit-address-family

interface Loopback0
ip address 4.1.1.2
255.255.255.255
ip ospf 1 area 0
interface
GigabitEthernet1/0/4
no switchport
ip address 10.10.1.2
255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
mpls ip
mpls label protocol ldp
!
interface
GigabitEthernet1/0/23
no switchport
ip address 10.20.1.1
255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
mpls ip
mpls label protocol ldp

MPLS VPN InterASオプションの設定
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ASBR1P1PE1

vrf definition Mgmt-vrf
!
address-family ipv4
exit-address-family
!
address-family ipv6
exit-address-family
!
vrf definition vrf1
rd 200:1
route-target export 200:1
route-target import 200:1
route-target import 300:1
!
address-family ipv4
exit-address-family
interface Loopback0
ip address 4.1.1.3
255.255.255.255
ip ospf 1 area 0
!
interface Loopback1
vrf forwarding vrf1
ip address 192.1.1.1
255.255.255.255
ip ospf 200 area 0
!
interface
GigabitEthernet2/0/4
no switchport
ip address 10.10.1.1
255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
mpls ip
mpls label protocol ldp
interface
GigabitEthernet2/0/9
description to-IXIA-1:p8
no switchport
vrf forwarding vrf1
ip address 192.2.1.1
255.255.255.0
ip ospf 200 area 0
router ospf 200 vrf vrf1
router-id 192.1.1.1
nsr
nsf
redistribute connected
redistribute bgp 200
network 192.1.1.1 0.0.0.0
area 0
network 192.2.1.0 0.0.0.255
area 0
router ospf 1
router-id 4.1.1.3
nsr
nsf
redistribute connected
router bgp 200
bgp router-id 4.1.1.3
bgp log-neighbor-changes
neighbor 4.1.1.1 remote-as
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ASBR1P1PE1

200
neighbor 4.1.1.1
update-source Loopback0
!
address-family vpnv4
neighbor 4.1.1.1 activate
neighbor 4.1.1.1
send-community extended
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf vrf1
redistribute connected
redistribute ospf 200
maximum-paths ibgp 4
exit-address-family

MPLS VPN InterASオプションの設定
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ASBR2 – P2 – PE2の設定

表 1 :

ASBR2P2PE2

interface Loopback0
ip address 5.1.1.1
255.255.255.255
ip ospf 1 area 0
!
interface
GigabitEthernet1/0/37
no switchport
ip address 10.30.1.2
255.255.255.0
mpls bgp forwarding
interface
GigabitEthernet1/0/47
no switchport
ip address 10.40.1.1
255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
mpls ip
mpls label protocol ldp
router ospf 1
router-id 5.1.1.1
nsr
nsf
passive-interface
GigabitEthernet1/0/37
passive-interface Tunnel0
network 5.1.1.0 0.0.0.255
area 0
!
router bgp 300
bgp router-id 5.1.1.1
bgp log-neighbor-changes
no bgp default ipv4-unicast
no bgp default route-target
filter
neighbor 5.1.1.3 remote-as
300
neighbor 5.1.1.3
update-source Loopback0
neighbor 10.30.1.1 remote-as
200
!
address-family ipv4
neighbor 10.30.1.1 activate
neighbor 10.30.1.1 send-label
exit-address-family
!
address-family vpnv4
neighbor 5.1.1.3 activate
neighbor 5.1.1.3
send-community extended
neighbor 5.1.1.3
next-hop-self
neighbor 10.30.1.1 activate
neighbor 10.30.1.1
send-community extended
exit-address-family

interface Loopback0
ip address 5.1.1.2
255.255.255.255
ip ospf 1 area 0
interface
GigabitEthernet1/0/1
no switchport
ip address 10.50.1.1
255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
mpls ip
mpls label protocol ldp
interface
GigabitEthernet2/0/3
no switchport
ip address 10.40.1.2
255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
mpls ip
mpls label protocol ldp
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ASBR2P2PE2

vrf definition vrf1
rd 300:1
route-target export 300:1
route-target import 300:1
route-target import 200:1
!
address-family ipv4
exit-address-family
interface Loopback0
ip address 5.1.1.3
255.255.255.255
ip ospf 1 area 0
!
interface Loopback1
vrf forwarding vrf1
ip address 193.1.1.1
255.255.255.255
ip ospf 300 area 0
interface
GigabitEthernet1/0/1
no switchport
ip address 10.50.1.2
255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
mpls ip
mpls label protocol ldp
!
interface
GigabitEthernet1/0/2
no switchport
vrf forwarding vrf1
ip address 193.2.1.1
255.255.255.0
ip ospf 300 area 0
router ospf 300 vrf vrf1
router-id 193.1.1.1
nsr
nsf
redistribute connected
redistribute bgp 300
network 193.1.1.1 0.0.0.0
area 0
network 193.2.1.0 0.0.0.255
area 0
!
router ospf 1
router-id 5.1.1.3
nsr
nsf
redistribute connected
router bgp 300
bgp router-id 5.1.1.3
bgp log-neighbor-changes
neighbor 5.1.1.1 remote-as
300
neighbor 5.1.1.1
update-source Loopback0
!
address-family ipv4
neighbor 5.1.1.1 activate
neighbor 5.1.1.1 send-label
exit-address-family
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ASBR2P2PE2

!
address-family vpnv4
neighbor 5.1.1.1 activate
neighbor 5.1.1.1
send-community extended
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf vrf1
redistribute connected
redistribute ospf 300
maximum-paths ibgp 4
exit-address-family

IGP Redistribute Connected Subnet方式
図 3 : Redistribute Connected Subnet方式を使用した InterASオプション Bのトポロジ
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PE1 - P1 - ASBR1の設定

ASBR1P1PE1

router ospf 1
router-id 4.1.1.1
nsr
nsf
redistribute connected
passive-interface
GigabitEthernet1/0/10
passive-interface Tunnel0
network 4.1.1.0 0.0.0.255
area 0
router bgp 200
bgp router-id 4.1.1.1
bgp log-neighbor-changes
no bgp default ipv4-unicast
no bgp default route-target
filter
neighbor 4.1.1.3 remote-as
200
neighbor 4.1.1.3
update-source
Loopback0
neighbor 10.30.1.2 remote-as
300
!
address-family vpnv4
neighbor 4.1.1.3 activate
neighbor 4.1.1.3
send-community extended
neighbor 10.30.1.2 activate
neighbor 10.30.1.2
send-community extended
exit-address-family
mpls ldp router-id Loopback0
force

interface Loopback0
ip address 4.1.1.2
255.255.255.255
ip ospf 1 area 0
interface
GigabitEthernet1/0/4
no switchport
ip address 10.10.1.2
255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
mpls ip
mpls label protocol ldp
!
interface
GigabitEthernet1/0/23
no switchport
ip address 10.20.1.1
255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
mpls ip
mpls label protocol ldp
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ASBR1P1PE1

vrf definition Mgmt-vrf
!
address-family ipv4
exit-address-family
!
address-family ipv6
exit-address-family
!
vrf definition vrf1
rd 200:1
route-target export 200:1
route-target import 200:1
route-target import 300:1
!
address-family ipv4
exit-address-family
interface Loopback0
ip address 4.1.1.3
255.255.255.255
ip ospf 1 area 0
!
interface Loopback1
vrf forwarding vrf1
ip address 192.1.1.1
255.255.255.255
ip ospf 200 area 0
!
interface
GigabitEthernet2/0/4
no switchport
ip address 10.10.1.1
255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
mpls ip
mpls label protocol ldp
interface
GigabitEthernet2/0/9
description to-IXIA-1:p8
no switchport
vrf forwarding vrf1
ip address 192.2.1.1
255.255.255.0
ip ospf 200 area 0
router ospf 200 vrf vrf1
router-id 192.1.1.1
nsr
nsf
redistribute connected
redistribute bgp 200
network 192.1.1.1 0.0.0.0
area 0
network 192.2.1.0 0.0.0.255
area 0
router ospf 1
router-id 4.1.1.3
nsr
nsf
redistribute connected
router bgp 200
bgp router-id 4.1.1.3
bgp log-neighbor-changes
neighbor 4.1.1.1 remote-as

MPLS VPN InterASオプションの設定
34

MPLS VPN InterASオプションの設定

IGP Redistribute Connected Subnet方式



ASBR1P1PE1

200
neighbor 4.1.1.1
update-source
Loopback0
!
address-family vpnv4
neighbor 4.1.1.1 activate
neighbor 4.1.1.1
send-community extended
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf vrf1
redistribute connected
redistribute ospf 200
maximum-paths ibgp 4
exit-address-family
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ASBR2 – P2 – PE2の設定

ASBR2P2PE2

router ospf 1
router-id 5.1.1.1
nsr
nsf
redistribute connected
passive-interface
GigabitEthernet1/0/10
passive-interface Tunnel0
network 5.1.1.0 0.0.0.255
area 0
router bgp 300
bgp router-id 5.1.1.1
bgp log-neighbor-changes
no bgp default ipv4-unicast
no bgp default route-target
filter
neighbor 5.1.1.3 remote-as
300
neighbor 5.1.1.3
update-source
Loopback0
neighbor 10.30.1.1 remote-as
200
!
address-family vpnv4
neighbor 5.1.1.3 activate
neighbor 5.1.1.3
send-community extended
neighbor 10.30.1.1 activate
neighbor 10.30.1.1
send-community extended
exit-address-family
mpls ldp router-id Loopback0
force

interface Loopback0
ip address 5.1.1.2
255.255.255.255
ip ospf 1 area 0
interface
GigabitEthernet1/0/1
no switchport
ip address 10.50.1.1
255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
mpls ip
mpls label protocol ldp
interface
GigabitEthernet2/0/3
no switchport
ip address 10.40.1.2
255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
mpls ip
mpls label protocol ldp
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ASBR2P2PE2

vrf definition vrf1
rd 300:1
route-target export 300:1
route-target import 300:1
route-target import 200:1
!
address-family ipv4
exit-address-family
interface Loopback0
ip address 5.1.1.3
255.255.255.255
ip ospf 1 area 0
!
interface Loopback1
vrf forwarding vrf1
ip address 193.1.1.1
255.255.255.255
ip ospf 300 area 0
interface
GigabitEthernet1/0/1
no switchport
ip address 10.50.1.2
255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
mpls ip
mpls label protocol ldp
!
interface
GigabitEthernet1/0/2
no switchport
vrf forwarding vrf1
ip address 193.2.1.1
255.255.255.0
ip ospf 300 area 0
router ospf 300 vrf vrf1
router-id 193.1.1.1
nsr
nsf
redistribute connected
redistribute bgp 300
network 193.1.1.1 0.0.0.0
area 0
network 193.2.1.0 0.0.0.255
area 0
!
router ospf 1
router-id 5.1.1.3
nsr
nsf
redistribute connected
router bgp 300
bgp router-id 5.1.1.3
bgp log-neighbor-changes
neighbor 5.1.1.1 remote-as
300
neighbor 5.1.1.1
update-source
Loopback0
!
address-family ipv4
neighbor 5.1.1.1 activate
neighbor 5.1.1.1 send-label
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ASBR2P2PE2

exit-address-family
!
address-family vpnv4
neighbor 5.1.1.1 activate
neighbor 5.1.1.1
send-community extended
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf vrf1
redistribute connected
redistribute ospf 300
maximum-paths ibgp 4
exit-address-family

InterASオプション AB
次に、各デバイスのトポロジと設定を表示する例を示します。
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表 2 :

PE2の設定ASBR2の設定ASBR1の設定P1の設定PE1の設定

interface
Loopback0
ip address
2.2.2.2
255.255.255.255
!
interface
TenGigabitEthernet1/1

ip address
10.1.1.2
255.255.255.0
mpls ip
!
interface
TenGigabitEthernet1/2

no ip address
!
interface
TenGigabitEthernet1/3

ip address
20.1.1.1
255.255.255.0
mpls ip
!
router ospf 1
router-id 2.2.2.2

network 2.2.2.2
0.0.0.0 area 0
network 10.1.1.0
0.0.0.255 area 0
network 20.1.1.0
0.0.0.255 area 0
!
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PE2の設定ASBR2の設定ASBR1の設定P1の設定PE1の設定

ip vrf cust-1
rd 100:10001

ip vrf cust-1
rd 100:1

ip vrf cust-1
rd 200:1

ip vrf cust-1
rd 200:10001

route-targetroute-target route-targetroute-target
export 100:1export 100:1 export 200:1export 200:1
route-targetroute-target route-targetroute-target
import 100:1import 100:1 import 200:1import 200:1
route-target! route-targetroute-target
import 200:1ip vrf cust-2 import 100:1 !import 100:1
inter-as-hybridrd 100:2 ip vrf cust-2inter-as-hybrid
next-hoproute-target rd 200:2next-hop
160.1.1.2export 100:2 route-target160.1.1.1
!route-target export 200:2!
ip vrf cust-2import 100:2 route-targetip vrf cust-2
rd 100:20001! import 200:2rd 200:20001
route-targetinterface route-targetroute-target
export 100:2Loopback0 import 100:2export
route-targetip address !200:2
import 100:21.1.1.1 interfaceroute-target
route-target255.255.255.255 Loopback0import
import 200:2! ip address200:2
inter-as-hybridinterface 5.5.5.5route-target
next-hopLoopback1 255.255.255.255import 100:2
170.1.1.2ip address !inter-as-hybrid
!11.11.11.11 interfacenext-hop
!255.255.255.255 Loopback1170.1.1.1
interface! ip address!
Loopback0interface 55.55.55.55!
ip addressLoopback2 255.255.255.255interface
3.3.3.3ip address !Loopback0
255.255.255.25512.12.12.12 interfaceip address
!255.255.255.255 Loopback24.4.4.4
!! ip address255.255.255.255
interface! 56.56.56.56!
TwentyFiveGigE1/0/3interface 255.255.255.255!
no switchportHundredGigE1/0/1/1 !interface
ip addressno switchport !TwentyFiveGigE1/0/2
20.1.1.2ip address interfaceno switchport
255.255.255.010.1.1.1 HundredGigE1/0/1/1.200ip address
mpls ip255.255.255.0 30.1.1.1
!mpls ip encapsulation255.255.255.0
!! dot1Q 200mpls ip
interface! ip vrf forwarding!
TwentyFiveGigE1/0/10.10interface cust-1!

HundredGigE1/0/1/4 ip addressinterface
encapsulationno switchport 55.1.1.1TwentyFiveGigE1/0/10.10
dot1Q 10no ip address 255.255.255.0
ip address! !encapsulation
150.1.1.1interface interfacedot1Q 10
255.255.255.0HundredGigE1/0/1/4.100 HundredGigE1/0/1/1.201ip address
mpls bgp 150.1.1.2
forwardingencapsulation encapsulation255.255.255.0
!dot1Q 100 dot1Q 201mpls bgp
interfaceip vrf forwarding ip vrf forwardingforwarding
TwentyFiveGigE1/0/10.20cust-1 cust-2!

ip address ip addressinterface
encapsulation11.1.1.1 56.1.1.1TwentyFiveGigE1/0/10.20
dot1Q 20255.255.255.0 255.255.255.0
ip vrf forwarding! !encapsulation
cust-1interface interfacedot1Q 20
ip addressHundredGigE1/0/1/4.101 HundredGigE1/0/1/3ip vrf forwarding
160.1.1.1 no switchportcust-1
255.255.255.0encapsulation ip addressip address
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160.1.1.2
255.255.255.0

!
interface

dot1Q 101
ip vrf forwarding

30.1.1.2
255.255.255.0

!TwentyFiveGigE1/0/10.30cust-2 mpls ip
interfaceip address !
TwentyFiveGigE1/0/10.30encapsulation12.1.1.1 router ospf 2 vrf

dot1Q 30255.255.255.0 cust-1
encapsulationip vrf forwarding! router-id
dot1Q 30cust-2! 55.55.55.55
ip vrf forwardingip addressrouter ospf 2 vrf network 55.1.1.0
cust-2170.1.1.1cust-1 0.0.0.255
ip address255.255.255.0router-id area 0
170.1.1.2!11.11.11.11 network
255.255.255.0router ospf 1network 11.1.1.0 55.55.55.55
!router-id 3.3.3.30.0.0.255 area 0 0.0.0.0
router ospf 1network 3.3.3.3network area 0
router-id 4.4.4.40.0.0.0 area 011.11.11.11 !
network 4.4.4.4network 20.1.1.00.0.0.0 area 0 router ospf 3 vrf
0.0.0.00.0.0.255 area 0! cust-2
area 0!router ospf 3 vrf router-id
network 30.1.1.0router bgp 100cust-2 56.56.56.56
0.0.0.255bgp router-idrouter-id network 56.1.1.0
area 03.3.3.312.12.12.12 0.0.0.255 area 0
!bgp log-neighbor-network 12.1.1.0 network
router bgp 200changes0.0.0.255 area 0 56.56.56.56
bgp router-idneighbor 1.1.1.1network 0.0.0.0 area 0
4.4.4.4remote-12.12.12.12 !
bgp log-neighbor-as 1000.0.0.0 area 0 router ospf 1
changesneighbor! router-id 5.5.5.5
neighbor 5.5.5.5150.1.1.2router ospf 1 network 5.5.5.5
remote-remote-as 200router-id 1.1.1.1 0.0.0.0
as 200! area 0
neighboraddress-familynetwork 1.1.1.1 network 30.1.1.0
150.1.1.1ipv40.0.0.0 0.0.0.255
remote-as 100redistributearea 0 area 0
!connectednetwork 10.1.1.0 !
address-familyneighbor 1.1.1.10.0.0.255 area 0 router bgp 200
ipv4activate! bgp router-id
neighbor 5.5.5.5neighborrouter bgp 100 5.5.5.5
activate150.1.1.2bgp router-id bgp
neighboractivate1.1.1.1 log-neighbor-changes
150.1.1.1exit-address-familybgp log-neighbor- neighbor 4.4.4.4
activate!changes remote-as 200
exit-address-familyaddress-familyneighbor 3.3.3.3 neighbor 4.4.4.4
!vpnv4remote-as 100 update-source
address-familyneighbor 1.1.1.1neighbor 3.3.3.3 Loopback0
vpnv4activateupdate- !
neighbor 5.5.5.5neighbor 1.1.1.1source Loopback0 address-family
activatesend-! vpnv4
neighbor 5.5.5.5community bothaddress-family neighbor 4.4.4.4
send-communityneighborvpnv4 activate
both150.1.1.2neighbor 3.3.3.3 neighbor 4.4.4.4
neighboractivateactivate send-community
150.1.1.1neighborneighbor 3.3.3.3 extended
activate150.1.1.2 send-send- exit-address-family
neighborcommunity bothcommunity !
150.1.1.1neighborextended address-family
send-community150.1.1.2exit-address-family ipv4 vrf cust-1
bothinter- as-hybrid! redistribute
neighborexit-address-familyaddress-family connected
150.1.1.1!ipv4 vrf cust-1 redistribute ospf
inter-as-hybrid 'address-familyredistribute 2
exit-address-familyipv4connected maximum-paths
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ibgp 4
exit-address-family

!
address-family

vrf cust-1
redistribute

redistribute ospf
2

!ipv4 vrf cust-1connectedmaximum-paths
address-familyredistributeexit-address-familyibgp 4
ipv4 vrf cust-2connected!exit-address-family
redistributeexit-address-familyaddress-family!
connected!ipv4address-family
redistribute ospfaddress-familyvrf cust-2ipv4 vrf cust-2
3ipv4 vrf cust-2redistributeredistribute
maximum-pathsredistributeconnectedconnected
ibgp 4connectedexit-address-family

!
redistribute ospf
3
maximum-paths

exit-address-family
!

exit-address-family
!

ibgp 4
exit-address-family

MPLS VPN InterASオプションに関するその他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

の「MPLSコマンド」の項を参照してください。
Command Reference (Catalyst 9300 Series Switches)

この章で使用するコマンドの完全な構文

および使用方法の詳細。

MPLS VPN InterASオプションの機能履歴
次の表に、このモジュールで説明する機能のリリースおよび関連情報を示します。

これらの機能は、特に明記されていない限り、導入されたリリース以降のすべてのリリースで

使用できます。

.

機能情報機能リリース

InterASオプションは、iBGP
およびeBGPピアリングを使
用して、異なるAS内のVPN
が相互に通信できるように

します。InterASオプション
Bネットワークでは、ASBR
ポートは、MPLSトラフィッ
クを受信できる 1つ以上の
インターフェイスによって

接続されます。

MPLS VPN InterASオプション BCisco IOSXEGibraltar 16.11.1
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MPLS VPN InterASオプショ
ン ABでは、ルータ上でグ
ローバルに有効になってい

る単一のマルチプロトコル

ボーダーゲートウェイプロ

トコル（MP-BGP）セッショ
ンを使用して、異なる自律

システムを相互接続できま

す。

MPLS VPN InterASオプション ABCisco IOS XE Amsterdam
17.3.1

Cisco FeatureNavigatorを使用すると、プラットフォームおよびソフトウェアイメージのサポー
ト情報を検索できます。Cisco Feature Navigatorには、http://www.cisco.com/go/cfn [英語]からア
クセスします。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


